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国の重要文化財に指定されている北口本宮富士浅間神社（東宮本殿）は、防火設備の強化を進めています。

国の補助事業を活用し、自動首振り式放水銃を設置しため、放水する状況を当消防本部の職員が見学をしま

した。自動首振り放水銃には炎を感知するセンサーがついており、境内に 20 台が設置され試験放水がされ

ました。 

 

ガソリンスタンドなどの給油取扱所に対する夜間査察を実施しました。 

この日、21 件のガソリンスタンド等の査察を実施しましたが、大きな違反等はありませんでした。 



10 年未満の救急救命士に対する教育訓練評価を実施しました。ハイキング中に蜂に刺された傷病者がアナ

フィラキシーショックとなり、傷病者が保持していたエピペンで救急救命士が処置する想定です。 

 

ドローン操縦士の認定試験を実施しました。当消防本部では、無人航空機運用計画を定めており、災害現場

におけるドローンの操縦者は、ドローンの講習を受けた者の中から消防長が認めた消防職員としています。 

 

富士吉田消防署と河口湖消防署において消防長点検を行ったのち、20 年以上の長きにわたり消防行政に関

し、功労のあった職員に対する表彰を行いました。 

 



 

 

北口本宮冨士浅間神社で、山梨県神道青年会の皆様の普通救命講習会を実施しました。有事の際に実施

できるよう真剣に取り組んでいました。お疲れさまでした。 

県民の日記念行事富士吉田会場に、当消防本部の予防課がイベント参加しました。 

ミニ消防車「けしまる」の乗車や普及啓発活動を行いました。 

第 8回富士河口湖町まちフェスにミニ消防車の「けしまる」展示・試乗体験でイベント参加しました。 

富士河口湖町の Fujikawaguchiko MASJID（集会所兼飲食店）で、 消火・避難訓練を実施しました。 



 

 

富士五湖消防本部から山梨県消防学校へ派遣している初任総合教育第 10 期生が現地研修を行いました。 

救急車の同乗実習や救急訓練などの研修が行われました。 

緊急消防援助隊山梨県大隊が被災地に出場して活動するにあたり、円滑な活動に万全を期すため、各消防本

部が配備を受けている無償使用車両および資機材の特性や機能に関する取扱いについて訓練を行い、隊員相

互の連携強化を目的として、山梨県の 10 消防本部の職員が山梨県消防学校に集結して訓練をしました。 

ＮＧＫセラミックデバイス富士吉田工場で、消火訓練・避難訓練が行われ、屋上に逃げ遅れた従業員を

富士吉田消防署のはしご車隊が救助する想定訓練も併せて実施しました。 



 

緊急時石油製品供給安定化対策事業の補助を受けた旭石油株式会社竜ケ丘 SS において、災害時対応実

地訓練が行われました。地震が発生し停電となり非常電源への切り替えと緊急車両への給油という想定

のもと、当消防本部も訓練に参加しました。 

 

富士五湖消防本部の出場状況やイベントを CATV 富士五湖さんのご協力のもと、「ミライちゃんからのお知ら

せ」という番組で毎月お知らせしています。今月から、番組と番組の間に放送される CM 撮影を始めました。 

「防火・防災への意識高揚」、「予防救急の啓発」、「消防の魅力」など、地域住民の皆様にお知らせをしていき

ます。 

 

FM ふじやま様での広報活動を行いました。秋季火災予

防運動と消防フェスタIN富士五湖消防2024について

予防課の勝俣消防士長がお話ししました。 

毎月第 3金曜日の 13時 10分から 13時 30分頃に放送

となります。（当消防本部管内で災害等があった場合

を除く）是非、お聞きください。 

当消防本部が規定している都市型ロープレスキュー技法の認定試験を実施しました。2つある認定試験の

うち、人命救助に関する基礎的な技術を有するバイザー試験を今年度は 8名の職員が試験に挑みました。 



毎年行われる秋季総合防災訓練を実施しました。富士北麓地域１市２町３村の消防団相互の団結力をより強固

なものとするため、また地域住民の皆様に対する防火防災意識の高揚を図るために実施しています。 

 

一般財団法人地方公務員安全衛生推進協会のご協力のもと、職員研修を午前・午後に分けて実施いたし

ました。武蔵野大学心理臨床センターの笹川先生にご講義をいただきました。とてもためになる研修と

なりました。 

毎年実施している防火パレードを実施しました。秋季火災予防運動（11 月 9 日から 11 月 15 日まで）  

期間中に、地域住民皆様の火災予防に対する意識の高揚を図ることを目的に実施しています。 

 



体験や学びを通して「消防の魅力」や「防火・防災への意識高揚」を図ることや消防職員と地域住民の全

世代が共に触れ合うことにより、消防行政全般の理解を深めてもらうことを目的として、秋の火災予防運

動中の 11 月 10 日日曜日、当消防本部初となる消防フェスタ IN 富士五湖消防 2024 を開催しました。 

令和 4年 10 月に当消防本部庁舎が開庁して 2 年が経過しました。開庁当初は、一般住民庁舎見学会とし

て 3 か月に 1 回程度、開催してきました。この度、消防車などの見学や色々なイベントを併用して住民の

皆様に楽しんでいただけるようなフェスタを試行錯誤し、ようやく実現することができました。 

今年度は 600 名を超える来場をいただき大盛況のうちに終了しました。来年度も開催する予定です。ぜ

ひお越しください。 



 

緊急消防援助隊は平成 7年の阪神淡路大震災の教訓を踏まえ、被災した都道府県内の消防力では対応が困難

な大規模災害時において、人命救助活動等を効果的に実施できるように創設されました。今年は静岡県で緊

急消防援助隊関東ブロック合同訓練が開催され、当消防本部も山梨県大隊として参加しました。 

当消防本部の予防課員および富士吉田署、河口湖署の職員が、河口湖ショッピングセンターベルで火災予防

運動期間中に住宅用火災警報器などの普及啓発活動を実施しました。 

 

河口湖消防署の勝俣裕太消防司令補が 11 月 21 日・22 日に秋田市で開催される第 33 回全国救急隊員シンポ

ジウムにおいて、当消防本部の代表として発表します。この日は発表前の予演会を行いました。 

 



 

FM ふじやま様での広報活動を行いました。今回は警防隊

の活動について警防課の宮下怜消防司令補がお話ししま

した。 

毎月第 3 金曜日の 13 時 10 分から 13 時 30 分頃に放送と

なります。（当消防本部管内で災害等があった場合を除く）

是非、お聞きください。 

富士五湖消防本部の出場状況やイベン

トを CATV 富士五湖さんのご協力のもと、

「ミライちゃんからのお知らせ」という番

組で毎月お知らせと番組と番組の間に放

送される CM 撮影をしています。 

「防火・防災への意識高揚」、「予防救急

の啓発」、「消防の魅力」など、地域住民の

皆様にお知らせをしていきます。 

 

静岡県小山町議会議員の皆様が庁舎視察研修で来庁しました。当消防本部の庁舎建設を行った概要説明や

庁舎の視察をしていただきました。 

 



 

急な病気やけがで病院に行くか迷ったときは 

救急安心センターやまなし（救急電話相談） 

休日・夜間に病院をお探しのときは（富士北麓地域） 

富士五湖消防本部（音声ガイダンス） 

緊急的な搬送が必要と判断した場合に 

救急車を要請するときは 





 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口頭指導は、危機的状況に陥った傷病者のそばに居合わせた人から情報を聴取し、状況に

適した応急手当を指示して実行してもらうことにより救命効果の向上を図るために実施し

ています。 

突然の状況で大変かと思いますが、指令センター職員へのご協力をお願いいたします。 



富士五湖消防本部では、１分１秒を争う住民の命を

守るために「富士五湖まちかど救急ステーション」

標章制度を運用し、コンビニや一般企業などの施設

のご協力のもと普及をしています。 

住民のためにＡＥＤによって救命できる体制への

ご支援、ご協力をお願いいたします。 

 

詳しい内容は、富士五湖消防本部 救急課 

（0555-22-4430）までご連絡ください。 

緊急時には、富士五湖消防本部ホームページまたは

ＣＡＴＶ富士五湖データ放送 救急医療情報の富士

五湖まちかど救急ステーションQRコードを活用して

MAP をご覧ください。 
大事な命を守る！ 

救急ステーション MAP QR コード 

平成 23 年から「住宅用火災警報器」の設置が義務付けられてい

ます。富士五湖地域の設置(率)状況は 78％(令和 3 年度)です。 

住宅火災による死者は、年間約 1,000 人にも上り、そのほとん

どが逃げ遅れによるものです。 

安全な生活を送るために、住宅用火災警報器を設置しましょう。 

 

【住宅用警報器を設置されている皆様にお願い】 

 定期的な点検をお願いするとともに、設置から 10 年経過してい

ましたら交換をお願いいたします。 

 

 ※住宅用火災警報器の詳しい内容は、富士五湖消防本部ホーム

ページもしくは下記 QR コードからご覧ください。 

住宅用火災警報器の詳細 QR コード 



軽い症状でも救急車の利用する人が増えています。 

 

当消防本部の救急車は 6台です。近く消防署から救急車

が出場している場合は、遠くからの救急車が出場すること

となります。 

 

事故による大けがの人や、心筋梗塞や脳卒中などで緊急

に病院へ搬送しなければならない場合に遅れてしまいま

す。 

 

 皆様のご協力をお願いいたします！ 

 





 

救急隊は現場を出発するまでに、救急車を要請した状況や症状の確認、傷病者の観察・処置をした内容を

病院へ連絡をしています。また、症状や観察の結果、病歴、掛かり付け病院、出動場所の位置などを考慮し

て搬送先病院を選定します。病院への連絡は、救急隊だけでなく消防本部の指令センターと協力しながら行

っています。  

 

病院でもすべての症状に対応出来るわけではありません。救急隊は、病院の受入れ情報をもとに近隣の受

入れ先を探しますが、特に夜間、休日などは救急診療に限られるため、病院がひっ迫している状況など

により、病院への依頼回数が多くなることで、現場への滞在時間が長引くことがあります。ま

た、医師の判断によっては救急車ではなく、家族等により自家用車で来るよう指示がある場合

があります。 

限られた医療資源を守るためにも救急医療の適正利用にご協力をお願いします 

 

 



  

 

閲覧していただくとともに、 

フォロー・登録等を 

よろしくお願いしますニャ 

応急手当普及講習受講申

請書もメールで送れるよ。 



 こちらも見てニャ 

 使ってほしいニャ 



毎月富士五湖消防本部の出場状況やイベント

を FMふじやまさんのご協力のもと、お知らせい

たします。 

毎月第３金曜日。１３時００分頃から FMふじ

やまラジオでの広報です。 

☆消防に関する広報 

１）今月の火災原因、救助内容、救急内容 

２）火災、救助、救急の予防を促す 

３）消防の各種イベントのお知らせ 

４）その他（消防署の仕事、消火器の説明、住

宅火災用警報器の説明、初期消火の仕方、女性消

防士の紹介、救急救命士の役割、普通救命講習会

の開催、心肺蘇生法やAEDの取り扱い説明など） 

 

当消防本部のカレンダーを作成しました。 

ホームページにてダウンロードできます。 

ぜひ、ご活用ください。 

 

【富士五湖消防本部ホームページQRコード】 

 



 火災    ２４件 

 救急 ５，０７３件 

 救助   １１１件 

    《速報値》 

 火災    ２６件 

 救急 ５，９１１件 

 救助   １２３件 

    《確定値》 

毎月富士五湖消防本部の出場状況やイベント

を CATV 富士五湖さんのご協力のもと、お知ら

せいたします。 

毎週、日曜日16時 30分～・22時 30分～ 

CATV 富士五湖の 10ch「ミライちゃんから

のお知らせ（富士五湖消防本部）」という番組で

放映（約5分）。（まちの話題【11ch】でも不定

期に放送） 

☆消防に関する広報 

１）今月の火災・救助・救急件数 

２）今月の火災原因、救助内容、救急内容 

３）火災、救助、救急の予防を促す 

４）消防の各種イベントのお知らせ 

５）その他（消防署の仕事、消火器の説明、住

宅用火災警報器の説明、初期消火の仕方、女性消

防士の紹介、救急救命士の役割、普通救命講習会

の開催、心肺蘇生法やAEDの取り扱い説明など） 

 



第２０号は１０月,１１月の行事、当消防本部の「お願い」と「お知らせ」をご紹介しました。 

第２１号（１２月,１月）も富士五湖消防本部の行事を中心に、盛りだくさんでお伝えします。お楽しみに。 

                                              広報室長 


